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超高性能、極省電力を達成可能な自己タイミング型パイプライン機構によるデータ駆動型

プロセッサ が開発され、現在、商品化の途についたばかりである。

このような状況で、さらに応用分野を拡大するためには、各応用分野にある程度特化した

ＤＤＭＰを迅速に設計、開発することが要請されている。

従来はシミュレーションによって設計検証をおこなっていたが、ＶＬＳＩシステムが大規

模化する傾向にある昨今、検証時間が膨大になる問題がある。

本研究では、実用的規模の回路を作り込める最近のＦＰＧＡを活用して新規開発ＤＤＭＰ

の設計内容を短期間で検証する手法の確立を目的としている。よって、本論文では、ＦＰＧ

Ａ上での自己タイミング型パイプライン処理機構の最適設計指針を示し、その結果をもとに

最適パイプラインステージ数を導き出し算術、論理演算機構に適用し目標性能を達成できる

見通しを得た。
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